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6時間

DX推進に向けて、他社事例もふまえながら、DXで目指す目標を確認します。
また、自社でDX推進するためのグループディスカッションをベースにした業務分析、革新アプローチ、実施課題を議論し、実践的な研修とします。

令和8年
11月4日（水）

■DX導入事例2

合計時間

カリキュラム作成のポイント

3 ■　DX戦略の導入

①ＤＸ戦略の立案に向けて
②３Ｃ分析とマーケティング、QC7つ道具等とDXを連動させる
③自社のビジネスプロセス、ビジネスモデルを改めて見直す
④自社のＤＸ戦略を検討する【演習あり】
⑤まとめ 2.0

2.0

26-22-12-119-064

9:30
～

16:30

昼休憩
12：00

～
13：00

カリキュラム
機構施設名：
実施機関名： 株式会社日本能率協会コンサルティング

Ａ．バックオフィス
119 ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

新技術活用

コースのねらい DX（デジタルトランスフォーメーション）による企業変革の有効性を理解し、自社のDX推進に向けたポイントを習得する。

講
義
内
容

日　　程

1

「基本項目」 「主な内容」
訓練時間

（Ｈ）

①ＤＸとは
②ＤＸで目指したいこと
③なぜDXが必要か
④DXの３つのステップ
⑤データ利活用に向けて
⑥ITが無くてもできるDX
⑦DXのステップ別ポイント～業務プロセス分析は必須
⑧管理部門のDXは自部門、他部門の価値を上げること
⑨現状業務に流されることなく、自社・自部門のありたい姿を考え
る【演習あり】
・業務工数構造分析から、オペレーション業務と価値業務につい
て考える

①様々な業種・業態におけるDX事例
②製造業におけるDX事例
③サービス業におけるDX事例
④商品開発部門におけるDX事例
⑤管理部門（総務・人事・経理その他）におけるDX事例
⑥品質管理・品質保証部門におけるDX事例
⑦購買・倉庫・物流業務におけるDX事例
⑧デジタルツールの効果的活用について
等
【演習あり】部門間連携による業務プロセス改革と生産性向上
～営業、設計、協業先、工場等で新規注文をやりとりする際のプ
ロセス改善をＤＸ視点で検討する

2.0■DX概論


